
公共事業事前評価調書（事前評価１） 

 

事業名 宇佐町・片野新町地区浸水対策事業 

事業箇所 小倉北区三萩野三丁目ほか 事業期間 令和 5 年度～令和 12 年度                                                                                                                             

実施主体 市 担当課 上下水道局下水道計画課（内線：2480） 

全体事業費 

（概算） 

約 8,600 百万円 
事業費

内訳 

（百万円） 

市負担 
社会資本整備 
総合交付金 

起債 その他 

【内訳】（百万円） 

設計委託費：200 

工事費  ：8,400 

0 4,300 4,300 0 

関連する 
市の計画 

北九州市基本計画（案） 

北九州市上下水道事業基本計画２０３０ 

北九州市上下水道事業中期経営計画２０２５ 

北九州市上下水道局雨水対策基本方針 

事業目的 

平成２１年、２２年、２５年、２９年、３０年の豪雨により浸水被害の発

生した小倉北区の宇佐町・片野新町地区において、本市における過去最大規

模の降雨（70mm/h）に対して、下水道（雨水貯留管等）の整備により床下

浸水の概ね解消を図る。 

事業概要 

＜施設の概要（予定）＞ 

Ⓐ 雨水貯留管の整備（内径：φ4500mm、延長：約 1,700ｍ） 

  大雨が降ったときに、既設の下水道管では流しきれない雨水を一時的に

貯留する雨水貯留管を整備する。 

Ⓑ 雨水増補管の整備（内径：φ1100mm、延長：約 600ｍ） 

  大雨が降ったときに、既存の下水道管では流しきれない雨水を直接河川

へ排水する雨水管を整備する。 

事業実施の背

景（社会経済

情勢、これま

での経緯） 

 浸水対策の概要 

(1)  これまで、本市では１０年に１度の降雨（53mm/h）に対して、浸水 

のない雨に強いまちづくりを目指して、主に市街地の 13,858ha を対象 

に雨水管や排水ポンプ、雨水貯留管などの整備を進めてきた。 

しかしながら、近年、気候変動の影響により、局地的な豪雨や想定を 

上回る降雨の発生頻度が増加傾向にあり、整備基準（１０年に１度の 

降雨（53mm/h））を超える降雨によって浸水被害が発生している。 

 

 

 

 

各区役所の最大１時間降雨（ピーク６０分） （mm/h） 

   は、計画降雨（53ｍｍ/ｈ）以上の雨量 



 (2)  近年の激甚化・頻発化する豪雨から市民の生活を守るため、「北九州 

市上下水道事業中期経営計画２０２５」にて実施する重点施策の整備 

方針を定めた、「北九州市上下水道局雨水対策基本方針」を令和３年３ 

月に策定した。 

(3) 基本方針では、「再度災害の防止」、「事前防災・減災」、「選択と集中」 

の観点から、重点的に整備を行う地区や整備目標などを設定し、期限 

を決め段階的・集中的に整備を行うこととした。また、「浸水リスク」 

や「都市機能集積度」を定量的に評価したうえで、新たに、宇佐町・ 

片野新町地区を含む「重点整備地区」（１６地区）を設定し、より一層 

効果的に雨水整備を進めることとしている。  

 (4) 「重点整備地区」については、現行基準（53mm/h）に基づき、地形 

や雨水の流れ、既存の雨水管やポンプ施設などの排水能力を十分に検 

証しながら、本市における過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、 

床下浸水が概ね解消できるように取り組むこととしている。 

 (5) さらに、家屋などへの雨水の侵入を軽減するための「土のう」の配置 

や内水浸水想定区域図の公表、ホームページや市政だよりなどを活用し 

た「豪雨への備えについて」の周知・啓発など、ソフト施策の充実も図 

っている。 

 

重点整備地区一覧及び整備スケジュール 

（北九州市上下水道局雨水対策基本方針より抜粋） 

   重点整備地区一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   整備スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業 

スケジュール 

令和５年度             基本計画、事前評価１ 
令和６年度             基本設計、事前評価２ 
令和７年度             実施設計 
令和８～１２年度          工事 

事

業

の

目

標 

成果指標名 基準年次 
基 準 値 

（被害状況） 目標年次 目 標 値 

目

標

１ 

過去最大規模の降雨

（70mm/h）時の浸水被害 
平成 30年度 

床上浸水 110 戸 
床上浸水 156 戸 

令和 12年度 
床下浸水の 
概ね解消 

【指標設定理由】 

近年、１０年に１度の降雨（53mm/h）（整備基準）を超える降雨により

浸水被害が発生していることから、令和３年３月に策定した「北九州市上下

水道局雨水対策基本方針」に基づき、本市における過去最大規模の降雨

（70mm/h）に対して、床下浸水の概ね解消を図ることを本事業の目標とす

るもの。 

事

業

の

必

要

性 

現
状
と
課
題 

宇佐町・片野新町地区は、小倉北区の中央部に位置し、地域防災計画に位

置付けられた施設（緊急輸送道路、防災拠点（三萩野公園）、大規模予定避

難所（小倉北体育館、メディアドーム））を有する地区であり、商業施設及

び住宅が集積した人口密集地区となっている。 

 当地区は、平成２１年、２２年、２５年、２９年、３０年の豪雨により浸

水被害が発生しており、平成３０年７月の豪雨では、市内で過去最大規模の

降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水１５６戸の被害が

生じたことから、浸水対策が急務である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

写真 平成３０年７月６日豪雨 宇佐町・片野新町地区浸水被害状況 

宇佐町・片野新町地区の浸水被害（H30.7.6）等箇所図 



将
来
需
要
（
将
来
に
わ
た
る
必
要
性
の
継
続

） 

近年、全国的に５０mm/h を超える降雨の発生回数は増加傾向で、最近の

１０年間では４０年前に比べ、約１.５倍に増加している。 

宇佐町・片野新町地区においても、平成３０年７月の豪雨では、市内で過

去最大規模の降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水１５

６戸の浸水被害が発生した。 

また、今後も気候変動の影響により、５０mm/h を超える降雨の発生回数

の増加が予測されている。 

このように浸水被害の発生リスクが増大する中、将来にわたって、市民の

生命、財産を守り、暮らしの安全・安心を確保するためには、浸水対策が必

要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
の
関
与
の 

妥
当
性 

浸水対策事業（下水道事業）は、下水道法において原則、市町村が行うこ

ととされている。 

事
業
の
緊
急
性 

 宇佐町・片野新町地区では、平成２１年、２２年、２５年、２９年、３０

年の豪雨により浸水被害が発生した。当地区においても雨水管などの整備を

実施してきたが、平成３０年７月の豪雨では、市内で過去最大規模の降雨

（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水１５６戸の被害が発生

している。 

今後も気候変動の影響により、局地的な豪雨の発生回数の増加が予測され

ているため、浸水対策が急務である。 

今後、国の事業評価を実施のうえ、下水道床上浸水対策事業（個別補助事

業）を活用して事業を進める予定である。 

事業の有効性 

 雨水貯留管や雨水増補管を整備することにより、本市における過去最大規 

模の降雨（70mm/h）に対して、浸水被害を軽減・防除することができ、市 

民の生命、財産を守り、暮らしの安全・安心の確保ができる。 

事業の経済性・ 

効率性・採算性 

 宇佐町・片野新町地区は、地域防災計画に位置付けられた施設（緊急輸送

道路、防災拠点（三萩野公園）、大規模予定避難所（小倉北体育館、メディ

アドーム））を有する地区であり、商業施設及び住宅が集積した人口密集地

区となっているため、豪雨による浸水が発生した場合、被害の甚大化が想定

され、経済的な損失は大きい。 



なお、平成３０年７月の豪雨（70mm/h）と同規模の雨が降った場合、当

地区では、家屋、事業所、公共施設等への直接的な被害に加え、営業停止等

の間接的な被害が想定される。（被害想定額：約８０億円） 

複数案の 

比較 

宇佐町地区の対策方法としては、貯留管のほかに調整池が考えられるが、

設置場所の確保や経済性を踏まえ、有利な貯留管を採用している。 

 貯留管 地下調整池 
設置場所 道路内 適地なし 
工事費 約７９億円 （約９５億円） 

また、宇佐町地区は、雨水と汚水を同一の管渠で排水する合流地区である

ため、貯留した排水については、河川への放流ができない。よって、貯留管

による整備とし、ルートについては、次の中継ポンプ場である大手町ポンプ

場へ向かうルートとする。 

片野新町地区の対策としては、雨水排水施設の排水能力を向上させるた

め、雨水増補管の整備を行うこととし、ルートについては、道路の交通や地

下埋設物 （水道、ガス、NTT 等）への影響等を考慮し選定している。 

対応方針案 

宇佐町・片野新町地区において、雨水貯留管や雨水増補管を整備し、本市

における過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、床下浸水の概ね解消を

図る。 

【理由】 

浸水被害の発生リスクが増大する中、将来にわたって、市民の生命、財産

を守り、暮らしの安全・安心を確保するためには、浸水対策（雨水貯留管や

雨水増補管の整備）が必要である。 

事業の熟度 

 国は、局地化・集中化・激甚化や都市化の進展等に伴い、「再度災害防止」、

「事前防災・減災」、「選択と集中」等の観点から、浸水リスクを評価し、雨

水整備の優先度の高い地域を中心に、雨水対策を実施すべき区域を明確化

し、期限を定めて集中的に整備を実施するなど、効率的にハード・ソフトの

総合的な雨水対策を推進することとしている。 

 本市では、「北九州市上下水道局雨水対策基本方針（令和３年３月策定）」

において「浸水リスク」や「都市機能集積度」を定量的に評価したうえで、

新たに、宇佐町・片野新町地区を含む「重点整備地区」（１６地区）を設定

し、本市における過去最大規模の降雨（70mm/h）に対して、床下浸水が概ね

解消できるように取り組むこととしている。 

また、その中で宇佐町・片野新町地区は、令和８～１２年度で浸水対策を

完了することを目標としている。 

浸水対策の実施にあたっては、公共下水道事業計画の変更が必要であり、

今後、国と協議を行う予定である。 

環境・景観 

への配慮 

１ 環境への配慮 

  環境アセスメント（北九州市環境影響評価条例）の対象事業に該当しな 

い。 

２ 景観への配慮 

  整備箇所の大部分が地下部であり、（地上部は、点検用のマンホール 

蓋のみとなるため）景観への配慮の余地は少ない。 

 


